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子供の質問力を高めるための指導の要件 

令和２年10月14日（水）

昭島市立拝島第二小学校 

校長 小 瀬  和 彦 

学校は失敗するところ！ 教室は間違えるところ！ 授業は子供が主人公！ 
子供の成長を教育活動のど真ん中におく！ One for all. All for one.チーム拝二小 

 
① 学習においてプロセスではなく結果 

の正誤を重視する児童ほど、「ヒント」 

や「解き方」よりも答えを求めようと 

する傾向がある。 

② メタ認知スキルが十分に身に付いて 

いないため、問題を他者に丸投げして 

しまう傾向がある。 

  

※熟達目標：自らの資質・能力をできる限りに伸ばそうとする目標設定 

① 「熟達目標志向の動機づけを促す」：学習場面で、児童一人一人がどのように伸びた

のかが、より重要であり、そうした熟達目標志向の動機づけを促す。また、「学習のつ

まずきは自分の弱点を教えてくれる貴重な情報であり、質問するなど適切に対処してい

くことが自己を成長させる。」といった、児童に「学習のつまずきを活用する学習観」

の形成を図っていくことが大切である。 

② 児童が主体的に学習のつまずきを解消していくためには、学習のつまずきをスモール

ステップで系統的に示してあげることが大切である。 

③ 児童の質問に対し、学 
習のつまずきの原因やこ 
れからの対策を丁寧かつ 
熱心に教えることが自分 
の役割と考える教師は、 
少なくない。 
 しかし、そのことが児 

童の主体性、思考活動を 
奪い、児童の依存的態度 
の形成を促す危険性もは 
らんできる。 

Ⅲ 自律的に質問できる児童を育てる 

① 質問した時の相手（教師）の否定的な反応や態度の影響を受け、固まってしまい援助

要請できない。 

② 分からないことを質問する、できないことを教えてほしいと頼むことは、自分の能力 

 が低い状態を他者に表明することである、と捉えてしまい援助要請できない。 

③ 「どんなふうに質問していいのか分からない。」、「教えてもらいたいけど、全部分から

なくなってしまって聞けない。」など、自分の理解状態を把握し、学習のつまずきを明確

にできない。（「メタ認知」がうまく機能できない。） 

Ⅰ 質問できない/（援助要請）しないのはなぜか？ 

Ⅱ 依存的な質問になるのはなぜか？ 

 自律的質問者 依存的質問者 

問題解決の主体  児 童  教 師 

必要性  十 分  不十分 

  質問内容 ヒント・解き方  答 え 

 

 教師主導型指導 相互対話型指導 

特徴  学習のつまずきの解消
を教師が主導して考え、そ
の結果を伝達する。 

 学習者自身が、学習のつ
まずきを解決できるよう、
対話を通じて思考できるよ
う誘発する。 

指導方法例 ○間違った原因を教師が
教える。 

○重要なポイントを教師
が教える。 

○どうすれば間違わない
か教える。 

○どのように考えたか説明
させる。 

○間違った原因を考えさせ
る。 

○どうすれば間違わないか
尋ねる。 
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